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組合員の期待を胸に厳しい交渉に臨む！
ＪＲ四国労組は１０月１４日に申し入れた申第６号「年末手当の要求」及び申第

７号「準組合員(エキスパート社員)の年末一時金の要求」、並びに申第８号「準組合

員(契約社員)の年末一時金の要求」について、本日、団体交渉に臨み主旨説明を行

った。

【申第６号 「２０２１年度年末手当の要求」について】 別紙１参照

１ 要求額 基準内賃金の１.８ヵ月分
２ 支払日 ２０２１年１２月７日（火）

【申第７号 「２０２１年度準組合員(エキスパート社員)の年末一時金の要求」について】

１ 基礎額 基本賃金及び高年齢調整手当の合計額に２.２を乗じた額  別紙２参照
２ 支払日 ２０２１年１２月７日（火）

【申第８号 「２０２１年度準組合員(契約社員)の年末一時金の要求」について】

１ パートナー社員(月給・日給適用者)の要求額   別紙３参照

調査期間内の勤務日数 四国地区 大阪地区 列車乗務員 アテンダント

65 日以上 120 日未満 63,000 円 78,000 円 70,000 円 70,000 円

120 日以上 124,000 円 156,000 円 140,000 円 140,000 円

２ 支払日 ２０２１年１２月７日（火）

＜組合からの主旨説明（要旨）＞

コロナ禍により、会社の経営は危機的状況が依然続いていると認識する。そう

した状況下で、組合員は営業・運輸・工務・本社の各系統が一丸となって日夜「安

全・安定輸送」の確立に努め、長雨や台風等の自然災害にも対応してきた。鉄道

事業部門だけでなく事業開発部門においても、ＪＲ四国グループ各社の収入確保

に向けた営業施策を展開するとともに、１０月から始まった「四国デスティネー

ションキャンペーン」に対しては全社挙げて取り組んでいるところである。

  上期の運輸取扱収入は前年を上回り、ワクチン接種が進み、感染者数も減少傾

向。治療薬の開発にも兆しが見えるとともに、感染対策と経済活動の両立を図る

ための行動制限緩和に向けた動きもある。

  「長期経営ビジョン２０３０」等がスタートし、支援が実施されていることか

ら、あらゆる世代の組合員が年末手当に期待を寄せており、将来に向けて高い意

欲を持って働き続けるために、会社には誠意ある回答を強く要請する。

＜主旨説明に対する、会社側の考え方＞

会社の体力及び貴側の要求主旨を踏まえ鋭意検討する。組合員の業務への取り

組みには感謝するところであるが、コロナ禍が長期化し、回復の確証も得られな

い中では、決して楽観視はできない。経営に対する負の影響が甚大な状況である

ことを前提にした交渉とならざるを得ない。

以上



【別紙１】

ＪＲ四国労組申第６号

２０２１年１０月１４日

四国旅客鉄道株式会社

代表取締役社長 西牧 世博 殿

                                            四国旅客鉄道労働組合

                                             執行委員長  大谷 清

２０２１年度年末手当の要求について

ＪＲ四国を取り巻く経営環境は、新型コロナウイルス感染症感染拡大による移動需要減

少の影響を受け、かつてない危機的状況が依然として続いている。一方で、ワクチン接種が

進み、治療薬の開発が進むとともに、感染対策と経済活動の両立を図るための行動制限緩和

に向けた動きもある。

このように厳しい状況の中においても、組合員は日夜「安全･安定輸送」を第一義に公共

交通機関に従事する責任感と使命感を持ってそれぞれの職場で業務に励んでいる。加えて

各種経費節減及び業務の効率化に協力し、ＪＲ四国グループ各社の収入確保に向けた営業

施策にも積極的に取り組んでいる。

ＪＲ四国労組は会社が策定した「長期経営ビジョン２０３０」等の理解浸透と共有を促

し、労使一丸となって支援策の最大限の活用と経営自立にむけた取り組みを推進している。

そして、将来のありたい姿「生き生きと働ける企業グループを目指す」べく、「労使共同宣

言」の理念に基づいた健全な労使関係を基軸に、「安全・安定輸送」の確保をはじめ、組合

員が将来に向けて高い意欲を持って働き続けられることが必要不可欠である。

よって、２０２１年度年末手当を下記のとおり要求するので誠意ある回答をされたい。

記

１ 要 求 額  基準内賃金の１.８ヵ月分

２ 支 払 日  ２０２１年１２月７日（火）

                                                                  以 上



【別紙２】

ＪＲ四国労組申第７号

２０２１年１０月１４日

四国旅客鉄道株式会社

代表取締役社長 西牧 世博 殿

四国旅客鉄道労働組合

執行委員長 大谷 清

２０２１年度準組合員（エキスパート社員）の年末一時金の要求について

２０２１年度準組合員（エキスパート社員）の年末一時金について、士気高揚の観点から

下記のとおり要求するので、誠意ある回答をされたい。

記

１ 基 礎 額  基本賃金及び高年齢調整手当の合計額に２.２を乗じた額

２ 支 払 日  ２０２１年１２月７日（火）

以 上



【別紙３】

ＪＲ四国労組申第８号

２０２１年１０月１４日

四国旅客鉄道株式会社

代表取締役社長 西牧 世博 殿

四国旅客鉄道労働組合

執行委員長 大谷 清

２０２１年度準組合員（契約社員）の年末一時金の要求について

２０２１年度準組合員（契約社員）の年末一時金について、士気高揚の観点から下記のとおり

要求するので、誠意ある回答をされたい。

記

１ パートナー社員（月給・日給適用者）の要求額

調査期間内の勤務日数 四国地区 大阪地区 列車乗務員 アテンダント

65 日以上 120 日未満 63,000 円 78,000 円 70,000 円 70,000 円

120 日以上 124,000 円 156,000 円 140,000 円 140,000 円

２ 支 払 日  ２０２１年１２月７日（火）

以 上


